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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】短い工期で容易に床版パネルを主桁に固定する
ことができる床版パネルの固定構造を提供する。
【解決手段】左右方向に間隔を保って設けられる主桁の
上に床版パネルを固定するための床版パネルの固定構造
であって、床版パネル２０と主桁との間に介在する第一
固定具３０と床版パネル２０と主桁との間に配される第
二固定具のいずれか一方または両方を備え、主桁は、ウ
ェブ１６と、ウェブ１６の上端に設けられる上フランジ
１２と、を有し、床版パネル２０は、床版パネル本体２
１と、床版パネル本体２１のうち、主桁の上フランジ１
２の上方に設けられる床版固定部材２２と、床版パネル
本体２１のうち、主桁の上フランジ１２の上方に設けら
れ、第一固定具３０に設置可能な固定部２４と、を有し
、それぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボル
トに締結されるナットにより固定される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右方向に間隔を保って設けられる主桁の上に床版パネルを固定するための床版パネル
の固定構造であって、
前記床版パネルと前記主桁との間に介在する第一固定具と前記床版パネルと前記主桁との
間に配される第二固定具のいずれか一方または両方を備え、
前記主桁は、ウェブと、前記ウェブの上端に設けられる上フランジと、を有し、
前記床版パネルは、床版パネル本体と、前記床版パネル本体のうち、前記主桁の上フラン
ジの上方に設けられる床版固定部材と、前記床版パネル本体のうち、前記主桁の上フラン
ジの上方に設けられ、前記第一固定具に設置可能な固定部と、を有し、
前記第一固定具は、前記床版パネルの固定部と前記主桁の上フランジとの間に介在し、
前記床版パネル、前記第一固定具および前記主桁は、前記床版パネルの固定部、前記第一
固定具および前記主桁の上フランジにそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボ
ルトに締結されるナットにより固定され、
前記第二固定具は、底壁と、前記底壁から上方に延びる縦壁と、を有し、前記主桁の上フ
ランジの上面に設置されるものであり、
前記第二固定具と前記主桁は、前記第二固定具の底壁と前記主桁の上フランジにそれぞれ
設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定され、
前記第二固定具と前記床版パネルは、前記第二固定具の縦壁の壁面が前記床版パネルの床
版固定部材に当接した状態で、前記第二固定具の縦壁と前記床版パネルの床版固定部材に
それぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定さ
れることを特徴とする床版パネルの固定構造。
【請求項２】
　前記第一固定具は、前後、左右または前後左右に隣り合う前記床版パネルと前記主桁の
上フランジとの間に介在し、
前記床版パネル、前記第一固定具および前記主桁は、前記各床版パネルの固定部、前記第
一固定具および前記主桁の上フランジにそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、
ボルトに締結されるナットにより固定されることを特徴とする請求項１記載の床版パネル
の固定構造。
【請求項３】
　前記第二固定具は、前記第二固定具の縦壁が左右に隣り合う前記床版パネルの床版固定
部材の間に介在し、
前記第二固定具と隣り合う前記床版パネルは、隣り合う前記床版パネルの床版固定部材お
よび前記第二固定具の縦壁にそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締
結されるナットにより固定されることを特徴とする請求項１または２記載の床版パネルの
固定構造。
【請求項４】
　左右方向に間隔を保って設けられる主桁の上に床版パネルを固定するための床版パネル
の固定構造であって、
前記床版パネルと前記主桁との間に配される第二固定具と、前記床版パネルと前記第二固
定具とを連結する連結具と、を備え、
前記主桁は、ウェブと、前記ウェブの上端に設けられる上フランジと、を有し、
前記床版パネルは、床版パネル本体と、前記床版パネル本体のうち、前記主桁の上フラン
ジの上方に設けられる床版固定部材と、を有し、
前記第二固定具は、底壁と、前記底壁から上方に延びる縦壁と、を有し、前記主桁の上フ
ランジの上面に設置されるものであり、
前記第二固定具と前記主桁は、前記第二固定具の底壁と前記主桁の上フランジにそれぞれ
設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定され、
前記第二固定具と前記床版パネルは、前記第二固定具の縦壁の上方に前記床版パネルの床
版固定部材が位置し、かつ、前記連結具が前記第二固定具の縦壁と前記床版パネルの床版
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固定部材に当接した状態で、前記連結具、前記第二固定具の縦壁および前記床版パネルの
床版固定部材にそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナッ
トにより固定されることを特徴とする床版パネルの固定構造。
【請求項５】
　前記第二固定具は、前後に隣り合う前記主桁の連結部分において、前記底壁が前後に隣
り合う前記主桁のそれぞれの上フランジの上面に架け渡され、
前後に隣り合う前記主桁の上フランジの底面には添接板が掛け渡され、
前記第二固定具、前後に隣り合う前記主桁および前記添接板は、前記第二固定具の底壁、
前後に隣り合う前記の主桁の上フランジおよび前記添接板にそれぞれ設けられた貫通孔に
通されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定されることを特徴とする請求項
１，２，３または４記載の床版パネルの固定構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床版パネルを主桁に固定するための床版パネルの固定構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、老朽化した橋梁の増加に伴い、橋梁の補修作業が増加している。桁橋において老
朽化した床版を新たな床版に取り替える場合には、老朽化した床版を撤去した後、新たな
床版を主桁上に取り付ける必要がある。床版の取り換え工事は、その工事の間、車両が桁
橋を通行できなくなるため、短期間で完了させる必要がある。
【０００３】
　主桁に新たに設置する床版の一つとして、ＲＣ床版がある。ＲＣ床版は、主桁上に型枠
を形成し、型枠内に主桁の上フランジに設けられるスタッドジベルを内挿し、型枠内にコ
ンクリート等を打設することにより形成される。ＲＣ床版は、硬化したコンクリートに埋
設されるスタッドジベルを介して主桁に固定される。
　しかしながら、ＲＣ床版は、型枠の形成や、コンクリートの硬化などに時間を要するた
め、床版の取り付け作業の工期が長くなるという問題がある。
【０００４】
　これに対し、床版の取り付け作業の工期の短縮を図るため、鋼製の床版パネルが提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。この床版パネルは、工場で製造され、現場に搬入
されて左右の主桁に掛け渡される。そして、ボルトや溶接により床版パネルが主桁に固定
される。
　しかしながら、このような床版パネルを用いて老朽化した桁橋の床版パネルの取り換え
作業を行うと、床版パネルに設けられた貫通孔の下方において、主桁に補剛材が設けられ
ている場合や、前後の主桁が添接板等により連結されている場合には、主桁の上フランジ
にボルトを通すための貫通孔を形成することができず、床版パネルを主桁に固定すること
ができないという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１５５５０７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、短い工期で容易に床版パネルを主桁に固定することができる床版パネルの固
定構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、左右方向に間隔を保って設けられる主桁の上に床版パネルを固定するための
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床版パネルの固定構造であって、床版パネルと主桁との間に介在する第一固定具と床版パ
ネルと主桁との間に配される第二固定具のいずれか一方または両方を備え、主桁は、ウェ
ブと、ウェブの上端に設けられる上フランジと、を有し、床版パネルは、床版パネル本体
と、床版パネル本体のうち、主桁の上フランジの上方に設けられる床版固定部材と、床版
パネル本体のうち、主桁の上フランジの上方に設けられ、第一固定具に設置可能な固定部
と、を有し、第一固定具は、床版パネルの固定部と主桁の上フランジとの間に介在し、床
版パネル、第一固定具および主桁は、床版パネルの固定部、第一固定具および主桁の上フ
ランジにそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナットによ
り固定され、第二固定具は、底壁と、底壁から上方に延びる縦壁と、を有し、主桁の上フ
ランジの上面に設置されるものであり、第二固定具と主桁は、第二固定具の底壁と主桁の
上フランジにそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナット
により固定され、第二固定具と床版パネルは、第二固定具の縦壁の壁面が床版パネルの床
版固定部材に当接した状態で、第二固定具の縦壁と床版パネルの床版固定部材にそれぞれ
設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定される。
【０００８】
　第一固定具は、前後、左右または前後左右に隣り合う床版パネルと主桁の上フランジと
の間に介在し、床版パネル、第一固定具および主桁は、各床版パネルの固定部、第一固定
具および主桁の上フランジにそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締
結されるナットにより固定されるものであってもよい。
【０００９】
　第二固定具は、第二固定具の縦壁が左右に隣り合う床版パネルの床版固定部材の間に介
在し、第二固定具と隣り合う床版パネルは、隣り合う床版パネルの床版固定部材および第
二固定具の縦壁にそれぞれ設けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナ
ットにより固定されるものであってもよい。
【００１０】
　また、本発明は、左右方向に間隔を保って設けられる主桁の上に床版パネルを固定する
ための床版パネルの固定構造であって、床版パネルと主桁との間に配される第二固定具と
、床版パネルと第二固定具とを連結する連結具と、を備え、主桁は、ウェブと、ウェブの
上端に設けられる上フランジと、を有し、床版パネルは、床版パネル本体と、床版パネル
本体のうち、主桁の上フランジの上方に設けられる床版固定部材と、を有し、第二固定具
は、底壁と、底壁から上方に延びる縦壁と、を有し、主桁の上フランジの上面に設置され
るものであり、第二固定具と主桁は、第二固定具の底壁と主桁の上フランジにそれぞれ設
けられた貫通孔に通されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定され、第二固
定具と床版パネルは、第二固定具の縦壁の上方に床版パネルの床版固定部材が位置し、か
つ、連結具が第二固定具の縦壁と床版パネルの床版固定部材に当接した状態で、連結具、
第二固定具の縦壁および床版パネルの床版固定部材にそれぞれ設けられた貫通孔に通され
るボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定されるものであってもよい。
【００１１】
　第二固定具は、前後に隣り合う主桁の連結部分において、底壁が前後に隣り合う主桁の
それぞれの上フランジの上面に架け渡され、前後に隣り合う前記主桁の上フランジの底面
には添接板が掛け渡され、第二固定具、前後に隣り合う主桁および添接板は、第二固定具
の底壁、前後に隣り合う主桁の上フランジおよび添接板にそれぞれ設けられた貫通孔に通
されるボルトと、ボルトに締結されるナットにより固定されるものであってもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の床版パネルの固定構造によると、第一固定具および第二固定具のいずれか一方
もしくは両方とボルト・ナットとを用いて、または第二固定具および連結具とボルト・ナ
ットとを用いて、床版パネルを主桁に固定するので、床版パネルを主桁に容易に固定する
ことができ、床版パネルの固定作業の工期を大幅に短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本発明の第一実施形態の床版パネルの固定構造を示す平面図である。
【図２】図１のII-II線断面図である。
【図３】図１のIII-III線断面図である。
【図４】貫通孔を二つ有する第一固定具を示す平面図である。
【図５】図４のV-V線断面図である。
【図６】貫通孔を一つ有する第一固定具を示す平面図である。
【図７】貫通孔を四つ有する第一固定具を示す平面図である。
【図８】第一固定具の他の形態を示す横断面図である。
【図９】第二固定具を示す平面図である。
【図１０】第二固定具を示す側面図である。
【図１１】第二固定具の他の形態を示す平面図である。
【図１２】第二固定具の他の形態を示す側面図である。
【図１３】他の形態の第一固定具を用いた床版パネルの固定構造を示す横断面図である。
【図１４】主桁に補剛材が設けられている部分における第二固定具を用いた床版パネルの
固定構造を示す縦断面図である。
【図１５】上フランジの厚さが変化する部分における第二固定具を用いた床版パネルの固
定構造を示す縦断面図である。
【図１６】上フランジの厚さが変化する部分における第二固定具を用いた床版パネルの固
定構造を示す縦断面図である。
【図１７】第二固定具を用いた床版パネルの固定構造を示す横断面図である。
【図１８】主桁の連結部分を示す縦断面図である。
【図１９】主桁の連結部分における第二固定具を用いた床版パネルの固定構造を示す縦断
面図である。
【図２０】本発明の第二実施形態の床版パネルの固定構造を示す平面図である。
【図２１】床版パネルの連結部分を拡大した正面図である。
【図２２】連結具を示す側面図である。
【図２３】床版パネルの固定構造を示す横断面図である。
【図２４】床版パネルの固定構造を示す縦断面図である。
【図２５】床版パネルの固定構造を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　最初に本発明の第一実施形態の床版パネルの固定構造について図１～図１９を参照して
説明する。
第一実施形態の床版パネルの固定構造は、左右方向に間隔を保って設けられる主桁１０に
床版パネル２０を固定するためのものであり、第一固定具３０と、第二固定具４０のいず
れか一方または両方、を備えている。
　以下の説明において、前後方向とは、橋軸方向のことをいうものとする。また左右方向
とは、橋軸方向に水平に直交する方向をいうものとする。
【００１５】
　主桁１０は、図１～図３に示すように、前後方向に延びる桁であって、上フランジ１２
と、下フランジ１４と、上フランジ１２と下フランジ１４とをつなぐウェブ１６と、によ
り構成されており、横断面がＩ字状となっている。上フランジ１２には、床版パネル２０
を固定するために、上下に貫通する貫通孔１８が形成される。
　上記主桁１０は、前後方向に並設される橋台または橋脚等の間において左右方向に間隔
を保って複数架け渡される。また、主桁１０は、橋長等に応じて、前後方向に複数設置さ
れ、前後に隣り合う主桁１０，１０は添接板６２等により連結される。
【００１６】
　床版パネル２０は、図１～図３に示すように、左右に隣り合う主桁１０，１０の上フラ
ンジ１２，１２に掛け渡されるものであって、床版パネル本体２１と、床版固定部材を兼
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ねるものを含む縦リブ２２と，横リブ２３と、固定部２４と、を備えており、例えば球状
黒鉛鋳鉄等の鋳鉄により一体的に形成されている。床版パネル本体２１は、矩形の板状で
あって、床板パネル２０が主桁１０に設置された後、その板面上にアスファルト等の舗装
部が設けられる。
【００１７】
　縦リブ２２および横リブ２３は、床版パネル本体２１の背面に設けられ、縦リブ２２は
前後方向に、横リブ２３は左右方向に、延びる構成とされている。縦リブ２２および横リ
ブ２３は板状であって、床版パネル本体２１の背面から下方に向かって垂下している。縦
リブ２２には、各主桁１０の上フランジ１２の上方に位置するものが含まれ、このような
縦リブ２２が床版固定部材を兼ねるものとなる。また、床版固定部材を兼ねる縦リブ２２
には、ボルト４６を通すために、左右方向に貫通する貫通孔２８がその板面（側面）に設
けられる。
　なお、床版固定部材は、縦リブ２２と兼ねる構成に限定されるものではなく、後述する
第二固定具４０の縦壁４２に固定できるものであればどのようなものであってもよい。
【００１８】
　床版パネル本体２１のうち、床版パネル２０が固定される左右の主桁１０，１０の上フ
ランジ１２，１２の上方に位置する部分には、床版パネル本体２１に対して凹状に窪む固
定部２４が前後方向に複数設けられている。固定部２４は、その底壁の外面が縦リブ２２
および横リブ２３の下端と同じ高さとなっている。固定部２４の底壁には、ボルト３５を
挿入するために、上下方向に貫通する貫通孔２６が形成されている。
【００１９】
　第一固定具３０は、床版パネル２０の固定部２４と主桁１０の上フランジ１２との間に
介在させて用いる。第一固定具３０は、図２～図７に示すように、形状が略直方体であり
、球状黒鉛鋳鉄等の鋳鉄や一般構造用圧延鋼材（ＳＳ材、ＳＭ材、ＳＢ材）等の鋼材等に
より形成されている。第一固定具３０には、ボルト３５を挿入するために、上下に貫通す
る貫通孔３２が、一つもしくは前後もしく左右に二つまたは前後左右に四つ設けられてい
る。
　第一固定具３０の貫通孔３２の内側には、ボルト３５と貫通孔３２とのクリアランスを
調整するために、樹脂で形成された筒状のクリアランス部材３４を設けてもよい。
　第一固定具３０は、主桁１０の上フランジ１２の上方において、前後もしくは左右に隣
り合う二つの床版パネル２０，２０が固定される場合には、図４および図５に示される貫
通孔３２を二つ備えるものが用いられ、主桁１０の上フランジ１２の上方において、左右
方向に一つの床版パネル２０が固定される場合には、図６に示される貫通孔３２を一つ備
えるものが用いられる。さらに、桁１０の上フランジ１２の上方において、前後左右に隣
り合う四つの床版パネル２０，２０，２０，２０が固定される場合には、図７に示される
貫通孔３２を四つ備えるものが用いられる。
【００２０】
　第一固定具３０の他の形態としては、図８に示すように、上面が左右方向において上下
に傾斜しているものが挙げられる。
　第一固定具３０の他の形態によると、左右方向において道路勾配を設ける場合に、床版
パネル２０を傾けて主桁１０に固定することができる。
【００２１】
　第二固定具４０は、床版パネル２０の固定部２４と主桁１０の上フランジ１２との間に
配して用いられるものであり、図９および図１０に示すように、底壁４１と、底壁４１の
左右方向における中央部から上方に延びる縦壁４２と、を備えている。
　底壁４１および縦壁４２は、壁面の形状が矩形であり、球状黒鉛鋳鉄等の鋳鉄や一般構
造用圧延鋼材（ＳＳ材、ＳＭ材、ＳＢ材）等の鋼材等により形成されている。
　底壁４１には、縦壁４２を挟んで左右に、上下に貫通する貫通孔４３，４３が設けられ
ている。
　縦壁４２は、壁面（側面）が前後方向に延びる構成とされ、左右に貫通する貫通孔４４
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が設けられている。
【００２２】
　第二固定具４０の他の形態としては、図１１および図１２に示すように、底壁４１が前
後方向に延びており、底壁４１の上面に縦壁４２が前後方向に少なくとも一つ以上設けら
れ、底壁４１には上記左右の貫通孔４３，４３が前後方向に複数設けられているものが挙
げられる。
　第二固定具４０の他の形態は、前後の主桁１０，１０が連結する部分において用いるこ
とができる。
【００２３】
　次に、第一実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法について説明する。ここで
は、既存の桁橋において、既設の床版を撤去して、新たに床版パネル２０を主桁１０に固
定する場合について説明する。
　なお、本発明の床版パネルの固定構造は、新設の桁橋においても適用することができる
。
【００２４】
　まず、既設の床版（ＲＣ床版等）をカッター等により切断して撤去する。次いで既設の
主桁１０の上フランジ１２に設けられているスタッドジベル等の金物をカッター等により
切断して除去する。
【００２５】
　次いで、床版パネル２０を主桁１０に固定する。ここで、主桁１０の上フランジ１２の
うち床版パネル２０の固定部２４の下方に位置する部分が、平坦であり、かつ、この部分
に上下に貫通する貫通孔１８を設けることが可能である場合には、第一固定具３０を用い
て床版パネル２０を主桁１０に固定する。第一固定具３０を用いた床版パネルの固定構造
を図２および図３に示す。第一固定具３０を用いて床版パネル２０を主桁１０に固定する
場合には、まず、上フランジ１２のうち床版パネル２０の固定部２４の下方に位置する部
分に、貫通孔１８を形成するために、罫書きを行う。そして、孔開け装置を用いて上フラ
ンジ１２の罫書きされた部分に上下に貫通する貫通孔１８を形成する。
　ここで、左右方向に床版パネル２０が一つのみ固定される上フランジ１２には、左右方
向に貫通孔１８が一つ設けられ、前後または左右方向に隣り合う二つの床版パネル２０，
２０が固定される上フランジ１２には、前後方向または左右方向に貫通孔１８が二つ設け
られ、前後および左右方向に隣り合う四つの床版パネル２０，２０，２０，２０が固定さ
れる上フランジ１２には、前後及び左右方向に貫通孔１８が四つ設けられる。そして、こ
のような上フランジ１２の貫通孔１８が床版パネル２０の固定部２４の数に応じて前後方
向に形成される。
【００２６】
　次いで、上フランジ１２の上面に第一固定具３０を互いの貫通孔１８，３２が重なるよ
うにして設置する。
　次いで、クレーン等を用いて、床版パネル２０を、その固定部２４の貫通孔２６が第一
固定具３０の貫通孔３２に重なるように第一固定具３０の上面に設置する。
【００２７】
　そして、床版パネル２０の固定部２４、第一固定具３０および上フランジ１２の貫通孔
２６，３２，１８にボルト３５を通し、ナット３７で締結することにより、床版パネル２
０が主桁１０に固定される。
【００２８】
　次いで、床版パネル２０の固定部２４の窪みを塞ぐため、固定部２４の上端部に蓋部材
５０を被せる。蓋部材５０は、板状の蓋部５２と、蓋部５２に連結し、固定部２４内に挿
入される胴部５４と、を備えている
【００２９】
　床版パネル２０を左右方向において上下に傾けて道路勾配を設ける場合には、図１３に
示すように、第一固定具３０の他の形態を床版パネル２０の固定に用いる。この場合、ボ
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ルト３５とナット３７を確実に締結するため、床版パネル２０の固定部２４の窪みに、横
断面が台形状であって、上下に貫通孔を有する固定補助部材２５を配し、固定補助部材２
５を介してボルト３５とナット３７を締結する。
【００３０】
　以上に示した第一固定具３０による床版パネル２０の固定は、第一固定具３０の貫通孔
３２が既設である場合を想定しているが、上フランジ１２の上面に第一固定具３０を設置
し、第一固定具３０に床版パネル２０の固定部２４を設置してから、床版パネル２０の固
定部２４の貫通孔２６をパイロットホールとして第一固定具３０および上フランジ１２の
貫通孔３２，１８を形成してもよい。
【００３１】
　ところで、図１４に示すように、主桁１０のうち床版パネル２０の固定部２４の下方に
位置する部分に補剛材６０が設けられている場合には、上フランジ１２のうち床版パネル
２０の固定部２４の下方に位置する部分に上下に貫通する貫通孔１８を形成すると補剛材
６０を破損してしまうため、貫通孔１８を形成することができず、このような部分では、
第一固定具３０を用いることができない。また、図１５および図１６に示すように、主桁
１０の上フランジ１２のうち、床版パネル２０の固定部２４の下方に位置する部分が、傾
斜しているなど平坦ではない場合には、第一固定具３０を上フランジ１２に安定的に固定
することができないので、第一固定具３０を用いることができない。
【００３２】
　これらの場合、図１４～図１６に示すように、第二固定具４０を用いて床版パネル２０
を主桁１０に固定する。第二固定具４０は、第一固定具３０または架台等を介して床版パ
ネル２０を主桁１０に載置した状態で用いられる。
【００３３】
　まず、第二固定具４０を、主桁１０の上フランジ１２の上面のうち、床版パネル２０の
設置予定位置において固定部２４の下方に位置することとなる部分の前方または後方であ
って、第二固定具４０の縦壁４２の壁面が床版パネル２０の床版固定部材を兼ねる縦リブ
２２の板面に当接することとなる位置に設置する。
　以下の第一実施形態の床版パネルの固定構造の説明において、縦リブ２２とは、すべて
床版固定部材を兼ねる縦リブ２２のことをいうものとする。
【００３４】
　次いで、上フランジ１２の上面のうち、第二固定具４０の底壁４１の貫通孔４３の下方
に位置する部分に、貫通孔１８を形成するための罫書きを行う。また、床版パネル２０の
縦リブ２２の板面のうち、第二固定具４０の縦壁４２の貫通孔４４の左右方向に位置する
部分に、貫通孔２８を形成するための罫書きを行う。
【００３５】
　次いで、孔開け装置を用いて、上フランジ１２の罫書きされた部分に上下に貫通する貫
通孔１８を形成する。また、縦リブ２２の罫書きした部分に左右に貫通する貫通孔２８を
形成する。
【００３６】
　次いで、上フランジ１２の上面に第二固定具４０を、その底壁４１の貫通孔４３が上フ
ランジ１２の貫通孔１８に重なるように設置すると共に、縦壁４２の壁面を縦リブ２２の
板面に縦壁４２の貫通孔４４が縦リブ２２の貫通孔２８に重なるように当接させる。ここ
で、上フランジ１２上で左右方向に床版パネル２０が一つのみ固定される場合には、第二
固定具４０の縦壁４２は、その壁面の一方が床版パネル２０の縦リブ２２の板面に当接す
る。また、上フランジ１２上で左右方向に隣り合う二つの床版パネル２０，２０が固定さ
れる場合には、第二固定具４０の縦壁４２は、図１７に示すように、左右の床版パネル２
０，２０の縦リブ２２，２２の間に介在する。
【００３７】
　次いで、第二固定具４０の底壁４１および上フランジ１２の貫通孔４３，１８にボルト
４５を通し、ナット４７で締結する。さらに、床版パネル２０の縦リブ２２と第二固定具
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４０の縦壁４２の貫通孔２８，４４にボルト４６を通し、ナット４８で締結すれば、第二
固定具４０による床版パネル２０の主桁１０への固定が完了する。
【００３８】
　ところで、図１８に示すように、前後の主桁１０，１０が連結される部分においては、
隣り合う主桁１０の上フランジ１２，１２に、その上面と底面にそれぞれ添接板６２，６
２が架け渡され、上フランジ１２，１２と上下の添接板６２，６２がボルト６５とナット
６７により固定されている。上フランジ１２，１２の底面に架け渡される添接板６２は、
ウェブ１６を挟んで左右に二枚用いられている。
　そして、床版パネル２０の固定部２４の下方において、前後の主桁１０，１０が連結さ
れている場合には、上記連結に用いられるボルト６５が妨げとなって第一固定具３０を添
接板６２上に設置することができない。また、上フランジ１２の強度上の問題により、主
桁１０，１０の連結部分において、床版パネル２０を固定するために新たに上フランジ１
２に貫通孔１８を設けることができない場合もある。
【００３９】
　そこで、床版パネル２０の固定部２４の下方において、前後に隣り合う主桁１０，１０
の上フランジ１２，１２が上下の添接板６２，６２で連結されている場合には、第二固定
具４０の他の形態を用いる。
　この場合、図１９に示すように、隣り合う上フランジ１２，１２の上面に架け渡される
添接板６２に替えて、第二固定具４０の底壁４１を隣り合う上フランジ１２，１２の上面
に架け渡す。
　ここで、上フランジ１２上で左右方向に床版パネル２０が一つのみ固定される場合には
、第二固定具４０の縦壁４２は、その左右の壁面の一方が床版パネル２０の縦リブ２２の
板面に当接する。また、上フランジ１２上で左右方向に隣り合う二つの床版パネル２０，
２０が固定される場合には、第二固定具４０の縦壁４２は、左右の隣り合う床版パネル２
０，２０の縦リブ２２，２２の板面の間に介在する。
【００４０】
　次いで、床版パネル２０の縦リブ２２のうち、第二固定具４０の縦壁４２の貫通孔４４
の左側または右側に位置する部分に、貫通孔２８を形成するための罫書きを行う。
　そして、孔開け装置を用いて床版パネル２０の縦リブ２２の罫書きされた部分に左右に
貫通する貫通孔２８を形成する。
【００４１】
　なお、上フランジ１２の貫通孔１８については、既存の主桁１０を利用する場合には、
添接板６２とボルト６５で固定するために形成された既存の貫通孔１８を利用することが
できる。この場合、上フランジ１２の底面に掛け渡される添接板６２およびその貫通孔６
３も既存のものを利用することができる。
　また、新規で道路橋を建設する場合には、主桁１０の上フランジ１２および上フランジ
１２の底面に添接する添接板６２のうち、第二固定具４０の底壁４１の貫通孔４３の下方
に位置する部分に貫通孔１８，６３を形成するための罫書きを行い、罫書きした部分に孔
開け装置を用いて上下に貫通する貫通孔１８，６３を形成する。
　なお、第二固定具４０の底壁４１または縦壁４２の貫通孔４３，４４は、第二固定具４
０を上フランジ１２に設置する際に形成してもよい。
【００４２】
　次いで、第二固定具４０の底壁４１、上フランジ１２および添接板６２の貫通孔４３，
１８，６３にボルト４５を通しナット４７で締結する。
　さらに、床版パネル２０の縦リブ２２と第二固定具４０の縦壁４２の貫通孔２８，４４
にボルト４６を通してナット４８で締結すれば、第二固定具４０による床版パネル２０の
主桁１０の連結部における固定が完了する。
【００４３】
　上記のような第一固定具３０または第二固定具４０を用いた固定を所定の全ての固定箇
所において行う。また、前後方向に並べられる床板パネル２０，２０についても同様に固
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定を行う。
【００４４】
　本発明の床版パネルの固定構造によると、コンクリートの打設や溶接を必要とせず、第
一固定具および第二固定具のいすれか一方または両方とボルトおよびナットとを用いて床
版パネル２０を主桁１０に固定することができるので、床版パネル２０を主桁１０に容易
に、かつ短い工期で固定することができる。
【００４５】
　また、床版パネル２０の固定部２４の下方において、上フランジ１２が平坦ではない場
合、主桁１０に補剛材６０が設けられている場合または前後の主桁１０，１０が連結され
ている場合であっても、床版パネル２０を主桁１０に固定することができる。
【００４６】
　次に、本発明の第二実施形態の床版パネルの固定構造について図２０～図２５を参照し
て説明する。
　第二実施形態の床版パネルの固定構造は、左右方向に間隔を保って設けられる主桁１０
に床版パネル２０を固定するためのものであり、その固定には第二固定具４０と、連結具
７０とが用いられる。
【００４７】
　主桁１０は、前後方向に並設される橋台または橋脚等の間において左右方向に間隔を保
って複数架け渡される。また、主桁１０は、橋長等に応じて、前後方向に複数設置され、
前後に隣り合う主桁１０，１０は添接板６２等により連結される。
　主桁１０の構成自体は、第一実施形態の床版パネルの固定構造で説明したものと同じで
あるため、詳細な説明は省略する。
【００４８】
　床版パネル２０は、床版パネル本体２１と、縦リブ２２および横リブ２３と、を備えて
おり、例えば球状黒鉛鋳鉄等の鋳鉄により一体的に形成されている。第二実施形態の床版
パネルの固定構造における床版パネル２０は、第一実施形態のものと比べ、固定部２４が
ない点で異なっている。
【００４９】
　縦リブ２２および横リブ２３は、第一実施形態と同様に、床版パネル本体２１の背面に
設けられ、縦リブ２２は前後方向に、横リブ２３は左右方向に、延びる構成とされている
。縦リブ２２には、各主桁１０の上フランジ１２の上方に位置して主桁１０に固定される
ものが含まれ、このような縦リブ２２が床版固定部材を兼ねるものとなる。
　床版固定部材を兼ねる縦リブ２２の板面には、ボルト７５を通すために、左右方向に貫
通する貫通孔２８が設けられる。
　なお、床版固定部材は、縦リブ２２と兼ねる構成に限定されるものではなく、連結具７
０を介して第二固定具４０の縦壁４２に固定できるものであればどのようなものであって
もよい。
以下の第二実施形態の床版パネルの固定構造の説明において、縦リブ２２とは、すべて床
版固定部材を兼ねる縦リブ２２のことをいうものとする。
【００５０】
　左右方向に配される床版パネル２０については、図２０に示すように、左右に隣り合う
床版パネル２０，２０を連結してあらかじめ一体化しておき、その一体化したものを主桁
１０，１０に架け渡す。床版パネル２０の連結については、図２１に示すように、左右に
隣り合う床版パネル２０，２０の床版パネル本体２１，２１の上下の面および横リブ２３
の前後の板面（前面、後面）に添接板６２を掛け渡し、床版パネル本体２１とこれに掛け
渡された添接板６２，６２にそれぞれ設けられた貫通孔６３にボルト６５を通してナット
６７で締結するとともに、横リブ２３とこれに掛け渡された添接板６２，６２にそれぞれ
設けられた貫通孔６３にボルト６５を通してナット６７で締結することにより連結してい
る。
【００５１】
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　第二固定具４０は、基本的には第一実施形態のものと同じものであり、ここでは説明を
省略する。
【００５２】
　連結具７０は、図２２および図２３に示すように、矩形の板状であって、球状黒鉛鋳鉄
、一般構造用圧延鋼材等の金属で形成されている。連結具７０の板面（側面）には、床版
パネル２０の縦リブ２２および第二固定具４０の縦壁４２のそれぞれとボルト４６，７５
およびナット４８，７７で固定するために、左右に貫通する貫通孔７２，７２が上下に設
けられる。
　なお、第二固定具４０の縦壁４２と床板パネル２０の縦リブ２２の厚さ（幅）は、連結
具７０により床版パネル２０と第二固定具４０を確実に固定するという観点からは、同じ
厚さであることが好ましい。
【００５３】
　次に、第二実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法について説明する。ここで
は、第一実施形態と同様に、既存の桁橋において、既設の床版を撤去し、新たに床版パネ
ル２０を主桁１０に固定する場合について説明する。
　なお、第二実施形態の床版パネルの固定構造は、新設の桁橋においても適用することが
できる。
【００５４】
　最初に、第一実施形態と同様に、既設の床版（ＲＣ床版等）を撤去し、次いでスタッド
ジベル等の金物を除去する。
【００５５】
　次いで、床版パネル２０を主桁１０に固定する。まず、第二固定具４０を、主桁１０の
上フランジ１２の上面のうち、第二固定具４０の縦壁４２が床板パネル２０の設置予定位
置において縦リブ２２の下方に位置することとなる場所に設置する。
【００５６】
　次いで、主桁１０の上フランジ１２の上面のうち、第二固定具４０の底壁４１の貫通孔
４３の下方に位置する部分に、貫通孔１８を形成するための罫書きを行う。また、床版パ
ネル２０の縦リブ２２の板面のうち、第二固定具４０の縦壁４２の貫通孔４４の上方に位
置することとなる部分に、貫通孔２８を形成するための罫書きを行う。また、連結具７０
の板面のうち、連結具７０を床版パネル２０の縦リブ２２の板面および第二固定具４０の
縦壁４２の壁面に当接させた場合に、床版パネル２０の縦リブ２２および第二固定具４０
の縦壁４２のそれぞれの貫通孔２８，４４の側方に位置する部分に、貫通孔７２を形成す
るための罫書きを行う。
【００５７】
　次いで、孔開け装置を用いて、上フランジ１２の罫書きされた部分に上下に貫通する貫
通孔１８を形成する。また、縦リブ２２の板面の罫書きした部分に左右に貫通する貫通孔
２８を形成する。また、連結具７０の罫書きした部分に左右に貫通する貫通孔７２を形成
する。
【００５８】
　次いで、上フランジ１２の上面に第二固定具４０を、その底壁４１の貫通孔４３が上フ
ランジ１２の貫通孔１８に重なるように設置し、これらの貫通孔４３，１８にボルト４５
を通し、ナット４７で締結する。
【００５９】
　次いで、クレーン等により、床版パネル２０を、設置予定位置に吊り下げる。この際、
床版パネル２０の縦リブ２２のうち、第二固定具４０に固定されるものは、第二固定具４
０の縦壁４２の上方に位置する。
【００６０】
　次いで、図２３に示すように、床版パネル２０の縦リブ２２の板面および第二固定具４
０の縦壁４２の壁面の左右に、連結具７０の板面をその貫通孔７２，７２が縦リブ２２お
よび縦壁４２の貫通孔２８，４４と重なるように当接させ、これらの貫通孔２８，４４に
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ボルト７５，４６を通し、ナット７７，４８で締結する。このように、床版パネル２０と
第二固定具４０は、連結具７０を介して固定される。
　このような固定を所定の全ての固定箇所において行う。また、前後方向に並べられる床
板パネル２０，２０についても同様に固定を行う。なお、前後に隣り合う床板パネル２０
，２０は、図２４に示すように、例えば互いの横リブ２３に設けた貫通孔にボルト８５を
通し、ナット８７で締結して連結してもよい。
【００６１】
　床版パネル２０，２０の前後の端部付近ではモーメントが作用しやすいため、この付近
で床版パネル２０の固定を行う場合、図２４に示すように、床版パネル２０の縦リブ２２
および第二固定具４０の縦壁４２には左右に貫通孔２８，４４を２つ以上設け、連結具７
０にはこれらの貫通孔２８，４４に対応して上下において左右に貫通孔７２を設け、床版
パネル２０の縦リブ２２、第二固定具４０の縦壁４２および連結具７０を４組のボルト４
６，７５およびナット４８，７７で締結することが好ましい。
【００６２】
　図１４に示すように、主桁１０に補剛材６０が設けられている部分では、第二固定具４
０および連結具７０は、主桁１０の上フランジ１２の上面のうち補剛材６０の上方に位置
する部分を避けてその前方または後方に設置する。
　また、図１８に示すように、前後の主桁１０が連結される部分では、第一実施形態で示
した第二固定具４０を用いて床版パネル２０を主桁１０に固定する。
【００６３】
　なお、図２５に示すように、床板パネル２０の縦リブ２２には、左右に貫通する貫通孔
２８を前後方向にあらかじめ複数設けておいてもよい。このようにすると、主桁１０に補
剛材６０が設けられている部分で主桁１０の補剛材６０の上方にあたる位置を避けてその
前方または後方で第二固定具４０と連結具７０が用いられる場合などにおいて、容易かつ
短時間で第二固定具４０および連結具７０をその位置からずらして床板パネル２０と主桁
１０を固定することができる。なお、第一実施形態も、このような床板パネル２０の縦リ
ブ２２の貫通孔２８をあらかじめ設けておくものであってもよい、
【００６４】
　本実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法によると、第一実施形態の効果に加
え、以下の効果を有する。
　本実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法は、床版パネル２０に固定部２４を
設ける必要がないので、床版パネル２０のコストと製造期間を抑えることができる。
【００６５】
　また、床版パネル２０と主桁１０との間隔を大きくあける必要がある場合、従来の技術
ならびに第一実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法では、ハンチまたは第一固
定具３０の厚さはその間隔の長さとしなければならないので、ハンチまたは第一固定具３
０のコストが嵩むとともに、全てのハンチまたは第一固定具３０の重量が非常に大きくな
り、主桁１０にかかる負荷が大きくなるという問題がある。
　これに対し、本実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法によると、そのような
場合であっても固定具のコストと重量を抑えることができる。
【００６６】
　また、本実施形態の床版パネルの固定構造および固定方法では、左右に隣り合う床版パ
ネル２０，２０を主桁１０上で固定しないので、固定箇所（床版パネル２０、第二固定具
４０および主桁１０）に作用するモーメントが低減され、固定箇所の耐久性を一層高くす
ることができる。すなわち、床版パネル２０および主桁１０の固定箇所（接合部）と、床
版パネル２０，２０同士の固定箇所（接合部）とを分離（分散）したことにより、床版パ
ネル２０および主桁１０の接合部への過度の応力集中を緩和し、接合部上部の舗装への亀
裂発生を抑制できる。
【００６７】
　なお、本実施形態においては、第二固定具４０と共に、第一実施形態で示した第一固定
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具４０を本実施形態で示した態様と併せて第一実施形態で示した態様で用いることもでき
る。
【００６８】
　本発明の床版パネルの固定構造は、既存の道路橋における床版の取り換え作業や、新規
道路橋建設における床版の固定に適用することができる。
【００６９】
　本発明の床版パネルの固定構造は、上記実施形態に特に限定されるものではなく、本発
明の要旨の範囲内において変更可能である。
【符号の説明】
【００７０】
　　１０　　主桁
　　１２　　上フランジ
　　１４　　下フランジ
　　１６　　ウェブ
　　１８　　貫通孔
　　２０　　床版パネル
　　２１　　床版パネル本体
　　２２　　縦リブ（床版固定部材）
　　２３　　横リブ
　　２４　　固定部
　　２５　　固定補助部材
　　２６，２８　　貫通孔
　　３０　　第一固定具
　　３２　　貫通孔
　　３４　　クリアランス部材
　　３５　　ボルト
　　３７　　ナット
　　４０　　第二固定具
　　４１　　底壁
　　４２　　縦壁
　　４３，４４　　貫通孔
　　４５，４６　　ボルト
　　４７，４８　　ナット
　　５０　　蓋部材
　　５２　　蓋部
　　５４　　胴部
　　６０　　補剛材
　　６２　　添接板
　　６３　　貫通孔
　　６５　　ボルト
　　６７　　ナット
　　７０　　連結具
　　７２　　貫通孔
　　７５　　ボルト
　　７７　　ナット
　　８５　　ボルト
　　８７　　ナット
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